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	応用
	抗原情報
	背景
	CDC様キナーゼ1(CLK1) Homo sapiens この遺伝子は、CDC2様（またはLAMMER）ファミリーに属する二重特異性タンパク質キナーゼをコードしています。核内では、コードされているタンパク質はpre-mRNAプロセシングに関与するセリン／アルギニンリッチタンパク質をリン酸化して核質へ放出します。pre-mRNAプロセシング中のスプライス部位の選択は、セリン／アルギニンリッチタンパク質を含むトランスアクチン因子の濃度によって制御されている可能性があります。したがって、コードされているタンパク質はスプライス部位の選択を制御する間接的な役割を果たしている可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2009年6月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：スプライセオソーム複合体のセリンおよびアルギニンリッチ（SR）タンパク質をリン酸化する。これは、SRタンパク質がRNAスプライシングを制御するための制御機構ネットワークの構成要素である可能性がある。セリン、スレオニン、チロシンをリン酸化する。,PTM：3種類の残基すべてを自己リン酸化。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。Lammerサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：PPIGと相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CLK1抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CLK1抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したCLK1ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	CLK1抗体を用いたKB溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

